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地域の
拠り所となるように　

アンダンチ内にある「井戸」が、災害応急用井戸に登録さ
れました。災害発生により水の確保が困難になった時、
井戸水を雑用水として提供いたします。
アンダンチの入り口から福のやに向かう途中にある井
戸。普段、子どもたちは一生懸命になって手押しポンプを
動かしています。一緒に来たお母さんお父さんも興味
津々です。
災害が起こらないことを願いながらも、もしものために
備えはしっかりと行います。
「アンダンチに行けば安心」と地域の拠り所にとなるよう
に、これからも”みんなのアンダンチ”を創り上げてまいり
ます。

くれているのですが、残念な
ことに筋肉は使われなけれ
ばどんどん衰えていってしま
うのです。しかし、極端ではあ
りますが１日たったの５秒だ
けでも筋肉を動かすことで、
筋肉は成長するのです。そし
て筋肉の成長に年齢は関係ありません。なので、体操教室で少し
だけでも筋肉を動かして元気になりましょう！・・・長々と筋肉のこと
をお話ししましたが、体操教室で楽しく運動して、お腹が空いたら
お昼ごはん。入居者様の健康志向も高まりそうです。

レジデンスでは、スタッフの杉山（医学博士）が毎週木曜日のお昼
ごはんの前に体操教室を行っています。体操のメニューは、座った
状態で簡単にできる内容になっていますので、入居者様も気軽に
体を動かせます。体操教室はなんとなく健康に良さそうというイ
メージがありますが、なぜ健康にいいのでしょうか？それは「筋肉」
を動かすからなのです。筋肉というと、体を動かすためだけのもの
と思われがちですが、それだけではありません。実は、筋肉を動か
すことによって、筋肉ではホルモンが作られて血液中に流れ出て、
脳や全身の様々な臓器を元気にしてくれるのです。さらに、筋肉が
多い人や筋力が高い人は、病気に罹りにくく、長生きできることが
わかっています。このように筋肉は、私たちの体を健康的に保って

アスノバには、地域の方々
からお譲りいただいた色々
な本たちが並ぶ「小さな図
書館」があります。どなたで
も自由に読んでいただくこ
とができ、レンタルしていた
だくことも可能です。ご家庭
で眠っている本、おススメの本がありましたら、「小さな図書館」
に是非お持ちください。ドキドキ・ワクワクしたり、新たな発見が
あったり、感動して胸がいっぱいになったり。そんな素敵な本との
出会いをお待ちしております！

小さな図書館
本募集中！

今月の地域作家さんは、
紙バンドかごが人気のSari
さんです！１００%紙素材で
ニス塗がされていないた
め、自然な風合い。水に濡れ
ても乾けば平気！サイズや
形が豊富なので、買い物
Bagに、お菓子やパン・雑貨入れに等、お好みの使い方ができま
す。また、３５０円・５００円均一も大好評！その他可愛い小物も
取り扱っております。気になる方はお早めに！

種類豊富な紙バンドかご
&布小物作家　Sari さん

お食事前に
体操教室

入居者様は普段、晴れた日はお買い
物に行かれたり、ご夫婦でお出かけ
されたりしていますが、５月の末は
雨のため外に出られない日が続き
ました。
お食事が終わるといつもはすぐに
部屋へ向かわれますが、一人の入居
者様がお客さんのいない福のやで
将棋を始めます。それを見かけたも
う一人の入居者様が対局に挑みま
す。滅多に見れないコンビに、職員
たちもびっくり(笑)
「あんた強いね～」「いや～、あんた
だって～」と会話をしながら真剣勝

負する様子になんだかほっこりさせ
られました。
その傍ら、和室では家庭菜園の準備
を始めました。
種はラディッシュやサラダ、ほうれん
草、パクチーなど、５種類の野菜で
す。入居者様の知恵をいただきなが
ら、職員たちも一緒に種を植えまし
た。入居者様が明るく楽しそうにお
話しする姿に、職員たちも元気をも
らいました。
その５日後、「種から芽が出たよ！」
と嬉しそうにご報告する入居者様。
またまたみんなで観察しました。

入居者様が毎日お世話してくださる
おかげで順調に育っています。大き
くなるのが楽しみです(^^)
レジデンスの広々とした空間に、そ
れぞれの居場所があります。入居者
様が集まって共に過ごすことができ
るのなら、雨の日も悪くない！
そう感じられました。

日々の過ごし方にこうしなければいけないという決まりはなく、入
居者様に”自由”な生活を送っていただくことを大切にしていま
す。お部屋にいるのが寂しいと思えば、みんながいるリビングに
来てくつろぐことができ、誰かと話がしたいと思えば職員がお相
手になります。それぞれの暮らしを大切にし、その環境を整えるの
が、私たちのやるべきことです。
いかに「あなたの家」を提供できるか。２４時間３６５日常駐し
て見守るということだけではなく、入居者様のちょっとした変化に
気付くことも私たちの課題です。しかし、ここに住む入居者様は自
ら動いてくださり、「自分の家」を創っています。最近では入居者様
同士の仲が深まり「自分の家＝みんなの家」になっているように
も感じます。居心地が良くて帰ってきたくなるような場所を、入居
者様の声にそっと耳を傾けながら一緒に創り上げてまいります。

入居者様の日常
～雨の日～

理想の暮らし方



アンダンチのことや、「月刊アンダンチ瓦版」に関するご意見、ご質問はこちらまでどうぞ！ >>>>>  info@andanchi.jp(瓦版担当者宛て)「あなたの家」を意味する「あんだんち」という仙台の方言を元に、あなたの「地（場所）」、「知（知恵）」という意味を込めて『アンダンチ』と名付けました。
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お問い合わせ
〒984-0017
仙台市若林区なないろの里
1丁目19番地の2

電話　022-290-7291
WEB　andanchi.jp

日々アンダンチの様子を発信中
いいね＆フォローお願いします

駄菓子を買いに来た子ども達が将棋を
見つけて遊び始めていました。今の小学
生は将棋できるのか⁈と驚き、のぞき見
していると、なんだかごちゃごちゃ(笑)
しかし、ただ駒を置いているのではなく
自分たちでルールを決めて遊ぶ姿を見
て感嘆しました。なんでも楽しめるって
素晴らしいことだと思います(^^)
瓦版編集担当 　おおむら  ふ みさ

大村 文彩
　　　　未来企画インターンシップ生

06/12（水）　10：30～11：30　ヨーガセラピー
　　　　　　　　　　　　　育児サークルひまわりベビー
06/26（水）　10：30～11：30　ヨーガセラピー
                                                        育児サークルひまわりベビー
07/10（水）　10：30～11：30　ヨーガセラピー
　　　　　　　　　　　　　育児サークルひまわりベビー

                                                        
06/18（火）　19：00～21：00　ケアカフェアンダンチvol.８
　　　　　　　　　　　　

07/07（日）　10：00～15：00　一周年記念イベント　　

６月になり、アンダンチの中にもだんだんと
緑が増えてきました。お庭に植えた苺もかわ
いく実り、アスノバの利用者様は興味津々に
見守っています。
たくさんの緑や
お花に囲まれな
がら、いろはのテ
ラス席でのんび
りお食事するの
がおススメです。

緑がたくさん
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「介護住宅」の枠を超えた
活気のある暮らしへ
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2019 年 6月 7日：福のやにて対局する利用者様と見守る子どもたち


